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　10月4日（土）、出雲地区森林組合労働安全衛生大会を開催しました。
優良運転者の表彰後、職員の原班長が大会宣言を行いました。大会で
は、森林組合活動の発展と、職員や家族の幸せのために、高い安全意識
を持ち続けることを誓い合い、全職員で指差し唱和を行いました。
　続いて、市役所人権同和政策課の園山哲男様による人権同和教育研
修、また健康運動指導士の勝部真理子様による転倒予防のための筋力・
バランス力アップ運動の指導を受け、みんなで汗を流しました。研修を
通じて、心と体をリフレッシュした一日となりました。
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もっときづかいまもりたいもりのげんきちきゅうのみらい

組合員の皆様へ
代表理事組合長　山﨑　文幸

組合員の皆様には組合事業に対しまして平素よりご理解とご協力を賜り、お礼申しあげます。
さて、2026年の干支は60年ぶりの「丙午」。この年は、激動の年と言われ激しいエネルギーが巡る年とも
されています。午のごとく視野を広く持ち、瞬発力を持ち、変化を恐れず、スピード感を持って行動するに
は絶好の年と考えます。
出雲地区森林組合における現在の最重要課題は、他産業にも言えることですが、人材の確保と育成です。
森林所有者である組合員の皆様から委託を受け、組合の諸先輩から引き継ぎ長きにわたり育て守り続けて
いる「出雲の緑」を今後も引き継ぐことが最大の目標と考えております。「伐って　使って　植えて　育て
る」の循環型林業の根底を支える「植えて　育てる」を担っているのが皆様の出雲地区森林組合です。
本年は、3年毎の総代、役員の改選の年です。昨年の11月末から、総代と地区委員の皆様にお願いをして
おりました総代200名につきましては先般ご就任をいただきました。役員につきましては4月に開催予定
としています地域別総代会でご選任をいただき、5月末開催予定の通常総代会において総代の皆様のご審
議を得て新執行体制が発足となります。また、地区委員の皆様も交代の年となり4月より向こう3ケ年お世
話になります。
今年も従業員の代表による恒例の安全祈願を弥山神社の錦織宮司様に執り行っていただき、「忘れる
な　安全意識と　危険予知」の安全テーマのもとで安全・安心な一年をご祈念いたしました。今後も組合
員の皆様のご期待、ご要望に少しでもお応えできるように従業員と共に頑張りますのでご支援、ご協力を
よろしくお願いいたします。

　12月17日（水）、若手職員8名を対象に、伐木作業研修を行い
ました。
　当日は、指導員の原班長と内藤班長の元、2班に分かれて、伐
倒する方向の決め方やかかり木となった場合の対処方法など、
安全な伐木作業の基礎を学びました。
　参加した若手職員は「周囲の確認など、安全作業が何よりも
優先されることを改めて認識した」と、口々に話していました。

伐木作業研修会

忘れるな　
　安全意識と　危険予知

事業部　森林整備課 富室　孝仁
令和8年1月5日（月）阿須伎神社にて

安全祈願祭 令和8年 安全テーマが決まりましたた

もっときづかいまもりたいもりのげんきちきゅうのみらい
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令和8年2月の総代改選により
新総代の皆様が決まりました

令和8年2月10日就任（敬称略）

新総代の皆様の任期は令和8年2月10日から令和11年2月9日までの3年間です。
今後の当組合の運営や事業展開にご理解とご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。

総代の皆様は組合員の中から選出され、決算・事業計画・組合運営などを決定する総代会に出席して頂きます。
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第１区（出雲地域） 第２区（平田地域） 第４区（佐田地域） 第５区（多伎地域）
富田　章吾 金山　均 村松　栄満 伊路見　広美 田部　昌德 品川　悟
新宮　晴男 曽田　幸治 倉橋　民男 高橋　俊二 濱村　民夫 木村　東一
中島　修 金山　正人 川瀬　辰夫 上田　晃久 藤原　孝司 森山　哲弥
園山　俊毅 妹尾　俊治 兼折　美恵子 出羽　裕幸 横山　正紀 川上　初
佐藤　信二 内部　悦郎 池尻　初子 三代　雅之 長島　英明 渡部　寛幸
新宮　光雄 勝部　章法 奥村　博 玉木　博夫 板垣　正樹 岡田　章治
三成　誠二 馬庭　良夫 田中　康富 太田　満郎 若築　一也 土橋　実
若槻　博美 高橋　和久 田中　正志 桑原　伸美 和田　智宏 岡田　耕一
倉橋　輝夫 加戸　勇 福田　友悦 高橋　敏道 馬瀬　伸介 木村　克己
足立　晃 内田　充治 角　正樹 小林　重信 石橋　裕之 山本　先人
嘉田　延三 兒玉　俊雄 立石　進 小池　昇 安井　常光 石原　久貴
檜垣　成実 飯島　昭人 梶谷　隆 松村　照正 田中　収 柳楽　光男
畑　利男 栗原　かおり 梶谷　順 山根　幸徳 浜村　雅男 持田　重幸
竹田　一男 牛尾　尚義 曽田　正夫 高橋　正明 今岡　裕統 第６区（湖陵地域）
井上　明男 石倉　一徳 長岡　正光 原　正 濱村　栄 坂根　貢
岸　忠明 杉原　芳信 坂本　徹 荒木　隆 石橋　正伸 森山　祐次
永田　正 塩野　一男 金折　隆良 荒木　諭吉 伊藤　繁 福間　十朗
岸　英市 吉田　朋之 清水　正詩 松浦　和之 石﨑　利幸 竹下　博巳
大塚　昌雄 小村　明道 吾郷　秀雄 錦織　憲一 三島　幸延 児島　幸房
吉田　光男 藤江　弘滿 山﨑　章弘 荒木　修 佐々木　豊 坂根　忠德
吾郷　登 布野　敏次 福田　孝吉 荒木　尋之 秦野　守 大國　福治
小林　郷史 加藤　暢 山根　慎士 山本　謙資 竹下　裕幸 三原　武子
成相　隆功 伊藤　正二 森脇　肇 柳原　透 高橋　修一 第７区（大社地域）
落合　泰宣 三野瀬　尚 岡　明美 平井　栄 岩﨑　将康 大輝　正人
成相　裕之 山根　勉 福田　竜哉 常松　泰久 田中　昭人 板倉　茂雄
吾郷　慶治 須山　寿永 原　宗人 第３区（斐川地域） 加藤　幸保
多々納　司 漆谷　好紀 來海　徳義 渡部　誠 足立　幹男
宇畑　正三 高橋　利夫 佐藤　雅男 和田守　嘉久 大熊　祐二
石橋　博 飯塚　正伸 山下　光正 中林　信夫 上田　辰夫
福間　貞夫 勝部　義幸 服部　昌幸 青木　広幸 三原　與一郎
松田　裕朋 小村　明　 立石　広三 長岡　敏行 熱田　寛洋
高橋　孝幸 勝部　信芳 有田　幹男 江角　周一 鎌田　健夫
今岡　光政 岩﨑　伸二 松浦　忠明 山根　豊茂
大江　晴夫 濱村　寛之 松浦　功 岡　和敏
吾郷　秀紀 小村　剛 安食　一夫 飯島　弘通
今岡　充 岸　容司 西尾　正博 田中　満
金山　光雄 福島　徹
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　森林組合では補助事業を活用して竹林整備を実施しています。竹は成長が非常に早く適切に管理し
ないと周囲の森林や農地などに侵入し、植生のバランスを崩してしまいます。また密集すると竹林は
日光を遮り、他の樹種の成長を妨げる原因にもなります。
　ご相談いただければ、当組合が現地を確認した上で森林整備の内容等をご提案させていただきます。
注）施業条件等によっては個人負担が生じる場合があります。

　伐採した竹を粉砕することで竹の蓄積がなくな
り林内の見通しがよくなります。竹チップを地面
に敷くことで雑草の発生を抑える効果があり、ま
た微生物による分解が進むと土に栄養が戻り、土
壌が豊かになります。

竹林整備事業のご紹介

　朝山町にある加工工場では直径5㎝～
20㎝の丸棒を作ることが出来ます。
　杉や桧材を原材料とし4mまでが標準の
規格です。

加工工場よりお知らせ

竹林整備前 竹林整備後

チッパーによる粉砕作業の様子
森林整備課　☎0853-22-4433お問合せ先

加工工場　☎0853-48-2103お問合せ先 業務課　☎0853-22-4433お問合せ先

　組合員の皆さまのお家周りなどの樹木の心配事は
ございませんか？
　山林に限らず、お家周りの「大きくなり過ぎた」、「建物
の方へかなり傾いている」などの危険木の伐採を承って
おります。
　所有地内やお墓周りなどの樹木に関するお困り事
があれば気軽にご相談ください。

樹木の伐採を承ります！

もっときづかいまもりたいもりのげんきちきゅうのみらい

5

皆さんのお住まいの周りの森は、今どうなっていますか？
市では、うっそうとした森を少しでもなくしていくために、より多くの市民の皆さんに

森林への関心と意識を高めていただき、緑豊かな出雲の森づくりを目指して、市民参加に
よって森から間伐材などを運び出すための事業を行っています。
伐り出した木材はチップ材として活用し、環境にも優しい社会づくりを目指します。

登録した個人または団体が、市内の森林
から間伐材などを市内のチップ工場へ自ら
持込みする作業経費の一部として、3,000
円/tを市が補助します。これに加えて、
3,000円/tで業者が買取ます。

市内の森林
ただし所有者が明らかな森林

① 森林所有者（市内に住所を有する個人又は団体）
② ①から承諾を受けた方（市内に住所を有する個人又は団体）

① 出雲地区森林組合チップ生産工場
② スサチップ工業株式会社

●規格：長さ1.5m～2.0m程度。直径50cmまで
●樹種：主としてスギ、ヒノキ、マツの針葉樹（広葉樹も可）

●開催予定日：令和8年5月16日（土）
●募集予定期間：4月20日（月）～5月8日（金）
●開 催 場 所：目田森林公園周辺　　●研修人員：各20名（先着順） ●研修費用：無料

事業の内容

対象になる山

事業に参加できる人（団体）

間伐材等の持込み先

間伐材等の持込み条件

チェーンソー・刈払機 安全講習会の開催

詳細については、広報いずも5月号（4月20日発行）に掲載予定としています。

お問い合わせ：出雲市 森林政策課 森林整備係　TEL：21－6996

【事業の流れ】 ❶まずは
安全研修に
参加します

❷次に
参加登録します

❸木を伐り出し
軽トラ等に積み
チップ工場へ持込みます

❹補助金と
買取代金を
受取ります

より良い出雲の森へ
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樹木の伐採を承ります！

もっときづかいまもりたいもりのげんきちきゅうのみらい

5

皆さんのお住まいの周りの森は、今どうなっていますか？
市では、うっそうとした森を少しでもなくしていくために、より多くの市民の皆さんに

森林への関心と意識を高めていただき、緑豊かな出雲の森づくりを目指して、市民参加に
よって森から間伐材などを運び出すための事業を行っています。
伐り出した木材はチップ材として活用し、環境にも優しい社会づくりを目指します。

登録した個人または団体が、市内の森林
から間伐材などを市内のチップ工場へ自ら
持込みする作業経費の一部として、3,000
円/tを市が補助します。これに加えて、
3,000円/tで業者が買取ます。

市内の森林
ただし所有者が明らかな森林

① 森林所有者（市内に住所を有する個人又は団体）
② ①から承諾を受けた方（市内に住所を有する個人又は団体）

① 出雲地区森林組合チップ生産工場
② スサチップ工業株式会社

●規格：長さ1.5m～2.0m程度。直径50cmまで
●樹種：主としてスギ、ヒノキ、マツの針葉樹（広葉樹も可）

●開催予定日：令和8年5月16日（土）
●募集予定期間：4月20日（月）～5月8日（金）
●開 催 場 所：目田森林公園周辺　　●研修人員：各20名（先着順） ●研修費用：無料

事業の内容

対象になる山

事業に参加できる人（団体）

間伐材等の持込み先

間伐材等の持込み条件

チェーンソー・刈払機 安全講習会の開催

詳細については、広報いずも5月号（4月20日発行）に掲載予定としています。

お問い合わせ：出雲市 森林政策課 森林整備係　TEL：21－6996

【事業の流れ】 ❶まずは
安全研修に
参加します

❷次に
参加登録します

❸木を伐り出し
軽トラ等に積み
チップ工場へ持込みます

❹補助金と
買取代金を
受取ります

【事業の流れ】 ❶まずは
安全研修に
参加します

❷❷次に

補助金と
買取代金を

より良い出雲の森へ



もっときづかいまもりたいもりのげんきちきゅうのみらい

6

組合員資格の異動は手続きが必要になります

出雲市立南中学校の椎茸植菌体験を、今年も1月16日（金）
に行いました。1年生17人は、作業前に安喰業務推進室長
から、ドングリからナラの木が育つ仕組みや植菌の手順を
聞いた後、手際よく一人1本ずつ原木に種駒を植え、植菌後
の原木は全員で裏山へ運びました。
2年後の収穫がとても楽しみな植菌体験となりました。

「デゾレートAZ粒剤」は「医薬用外劇物」指定から除外され「普通物」となり、これ
までご購入時に必要だった書面の提出、押印、身分証明書の提示が不要となりました。

いずも産業未来博にブースを出展しました。
ブースでは、木片で積み木遊びを行った
り、ひのきチップに触ったりと、木にふれあ
う事で終始子供たちのにぎやかな声が響いて
いました。
多くの来場者に、出雲地区森林組合の様々
な取り組みをＰＲできた二日間でした。

しいたけ植菌作業体験

竹、笹によく効く除草剤のご案内

上手な
使い方

●タケノコの発生時期に合わせた春期散布（3月～5月）が最も有効です。
●10アール当たり（約300坪）45～60㎏を全面土壌散布してください。
●降雨後、または散水後の散布が有効です。
●有効成分が根から吸収され効果を発揮するため、土壌の表面を出し直接
落ちるように散布してください。

11/8～9
産業未来博に出展しました

重 要 な お 知 ら せ

必要な用紙を送付しますのでご連絡をお願いします
総務課　☎0853-22-4433

●組合員様が亡くなられたとき
●名義を変えたいとき
●転居等により住所・連絡先を変更されたとき

組合員の皆様にお知らせします！

株式会社 中筋組 様より優良工事の協力会社として
感謝状を頂きました




